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要 旨司栃木県矢板mのブナ a イヌブナ天然林において高等閑鎖と士J衰微生川11およびjjfì，'iJpi，杭の

分解について品交を行った。土日え腐植の分布状態は林1本の分什』や微油彩に主17さ ~T ， ヒノキ体15)

にくらべて不均一であった。プナω落~分白河q立順調で p その分解塑は己主よゴ外一般的!，主ノマタ r

ンを示した。五年薬分解過程 lとはカヤタケや Collybia 腐などノリ彰のシロをaつくる陥商類による白色腐

朽が鼠荷 lと認められた。林分全j雨にわたって白 lf~JJ雨朽による分解が鐙出しており，ネヒ!也九]í.1"jを主とす

るヒノキ**とは文、I間的であった。ブゴーやイヌブチの紡似の分布l土 Ao}必の分布 lとか/ー?され F 同 !é:it
息する1'*1根泌が多いために菌根賢 Iì. Ao!村と HA 民と多かった。 JG8 m2 のコ「 ドラート内に発坐し
た高等街類 1i44 筏，うち府内南 23 税，薗担問 21 聴であった。法~}t分解存 li1ycena と Clitocybe

属がa 菌根菌は Cortinarius ~と Russula I誌が緩むした。土壌微生物の荻原土壌におけるホミI~分布

は糸状磁を除いてほぼ一段とな勺た。 AoIi'寺 lζついては孫分解の進行にとも立って*;fU閣と糸状病が

交替し， i次線粛には[lr;Jf昌な動きがなかった。 Ao 溜からおよ安土照へかけて約麹とj次総議 l立述続的な動

告を，糸状菌lま不連続な分布をがした。表溺土壌の数品物の機能lζついてみると，セノレロースや泌粉，

絡などを利用する微生物が HA 胞で}首加した。有機主主長 l主主として細菌によって分解され， Ao 鼠

から HAI晋 iごかけて f ンモニア化成がすすみ， HA 属と Þq 屈で1M陵{じi災がむものとF、われた。

ヒノキ林l亡くらべて iír~酸化成作用は低し、ょうであった。 1tH毛|土壌の微生約詳の動きは A，函土壌のも

のにくらべてはげしく，ぞ手節による変化も火きかったのブプ事イヌブナ林の高等法当たH目と土壌微生物

相目立同寸也j弐にあるヒノキ林のものと全く呉なっており，広葉:樹f\t i采後!とヒノキがf色村ドさわした場合の

て土壌生系のき品:化はかなり大きいものと考えられる。
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関東p 東北地jJの iJI岳地帯における広葉樹天然林の代表作]なものとしてブナ祭イヌプブ tA，をとりあげ3

そこにおける r!fij等鴎獄相と土壌微生物相およびi往積1河村1の分解過程を調査した。 ζ の;;r/J査研究は「農林漁

業における環境保全的技術 lこ|渇する総合研究J の .1設として栃木県矢板市，釈迦ケ長国有林において尖施

した生態系調査の一部である。[lìJ . J也域のヒ/キ人工林lとおりる調査研究の成果は 3'[; 1，(，報告したお)c ま

fこ， ζ の品目f林分 l乙隣技ずる地点でhわれたブナ;1:*の 4Í1]''î~三 iliや焔桜花関する調査料L込はM原ら引によっ

て報告されている。 ;v，~査林分の倍生や土壌および土壌動物相などについては，外ぇKPt技術会議事務局

編，別枠研究試験成績台〈第 1 主主)1) の lわにおさめられている。

ブナ休での落葉う尚早や微生物相に関する研究は比較的多く，わが国でも斎採13)1引による詩集分解過程l乙

関する研究がなされており， 治集分解lとともなう微生物訴のj器移などがよく知られている。近年では石

塚田によって詳細な検討がなされ，詰言葉分解の季節的な効きや也子菌'f:liの役割なども丸l られるようになっ

た。土壌微生物相，とくに糸状閑杓については大政ら1mの制直記fjEがある。ヨーロッパではブナ属織物の

森林における落葉分解1)引や土1副出J二 1防相円関根6) などに関する報告も多い。しかし， !uj一地点での落葉

分解過程や松と菌根の分布， (日J47商主1H甘，土壌微生物相などを相JLIこ閃述づりでIJf1Gした例はほとんどな

い。との調査のけ的 lまこと域微生物や菌矧などの生物船とその基質となる決議iや j誌の分布状訟を比較的狭い

1980年12月 2 日受理 」二じよう 34 For. Soil-, 34 
(1) (2) (3) 土りょう郎
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範関内で総括的にとらえる ζ とであった。ま fこ，同一地域内において天然林の伐採跡地に造林されたヒノ

キ人工林の土壌微生物相と比較を試みることも主要な目的の一つであった。

ζの調杏の実施にあたって使宜を与えられたプロジェクト リー夕、-林業試験場長松井光稽博士，

協同研究者である松本久二氏，堀田 庸氏など林業試験場ゴじよう郊の各位に感謝する。また， ζ の報合

のとりまとめにあたって有名主な助言を与えられた土りぷう部長河田 弘博土，土じよう肥料科長 原m

1Jtl専土に感謝する。

調査林分の轍 i5t

調査対象としたブナ・イヌプナ林は栃木県高原 IlJ南東面の釈迦ケ岳国有林にあり， 標高約 700 m ~乙位

置する。調査林分は渓流に出した槻状地形の緩斜面にあり，ところどころに安山岩が露出する。土壌は火

山灰を母材とする BD 型土壊で， Ao I創立厚く， HA 層が見られp 腐植にとむ A1 層と A2 1麗は|清褐色でよ

く発達している。石磯はなく，比較的視潤である。土性は壌~L A1 層の pH は 4.5， B /，設では 5.3 であ

った (Photo. H) 。

高木屑はブナとイヌブナからなり p 斜面の L部ではブナが，下部ではイヌブナが優占し/こ。他の樹種は

少なしアカシデとカヱデ類が点犯する程度であった。斜面i下郊の，f，t床は短伴のミヤコザ、サとヒカゲスゲ

におおわれており，コードラートを設定した場所では Fig. 3 のようにミヤコザサとヒカゲスゲがモザイ

ク状に分布していた。斜面上部ではミヤコザサがなくなり，広葉の草本植物が優出した。

ブナとイヌブナの樹高は 18~20m， 胸高直径は 50~60cm あり，立木密度は約 800 7\cjha であった。

他のかん木の立木密度は 270 本fha であった (Photo島 G)。この林分内にはところどζ ろにプナの倒木が

あり，落下した.hl;校も多かった。またイヌブナが株状に生育しており，その l:þ心には íl:îい伐根があったも

のと忠われる。 過去にはブナやイヌプナの抜き伐りが行われていたものと忠われる。

諦査方法

調査方法については前報15)に記述したので，ととでは前報と異なる;場合についてのみ記述する。

1) 堆積腐植 (A。層〉と根および菌根の量と分布

調査林分内の斜面下部に 20 X 20m のコードラートを設け，その中を 2m 方形の小区間に区切った。

Ao I議のj手さを小[叉聞の 1m どとの交点で測定し， 厚さ 5cm 以 i二， 3~5 cm , 1"~3 cm I己反分して平

面図に記入し，その分布状態を図に措いた。

落葉や籾Z4ji植などの士íf積腐棋は 50 x 50cm の )j形枠を用いて L 層， F J習など層別に採取した。鉱質

土層の最表!語， HAI説については深さ 5cm までを採取した。 L， F 濯については根を除いた後 1 週間

風乾し， 600C Iと 1 週間以 I二おいて宝墨;測定を行った。 HA 屑については根を除き，さらにフルイ!二で水

洗して土壌を除き， 混合している粗腐植をとり出した。 この組腐摘を 2 週間風乾した後， 600C I ご 1 週間

以 Iニおいてー乾燥し 3 重量測定を行った。

F 層に合まれていた根と商根については分解した落葉などを手でほぐしながらl反り出し， HA 属のもの

は粗腐植を洗い山す際lζ水道水で静かに洗いながらとり出した。菌4艮は樹皮の形成された太い根から水中

でとりはずし?別IC測定した。根と蔚根は 600C で 2 週間以上乾燥した後，重量測定を行った。
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2) 堆積腐植の分解型

新{科定年誕や粧lJti!í値は 50 x 50crn 方形枠で熔出 IJtこ採取 [J F 上述のように風乾した後， 5, 10, 20, 32 メ

ッミノュのブ Jlノイでフ Jレイ分りした。以後の処現方法は前報15liC同じである。

3) 高等菌類相

1973 年 8 月から 11 月にわたって 6 月と 10 月には月 21 仁'1 ， 他の)']は乃 11引 高等菌類のヲ芝生位置と

その量および!t態的性質に関する調究を行った。コードラート内に発生した[道知はその発生位践を図Jjと

記録したの 採取したうこ実体は種名の同定を行い， 本数を数えた後暗 45'C に 1 か月おいて乾燥し， 芸誌を

測定した。土壌中のi刻糸屑についてはその)~状と分布範聞を記践しp 際本をJ求収し/ご o 子実体発1:位置の

調査が一応終了した 1973 年 11 月には新鮮議集を除いて主要な泊→の菌糸j起の確認を行った。

j~司類の手干の性質についてはその前糸腐や菌糸:束が分布している {j'l:i，~そ確認し，的糸と irU立の結び11 さを

制べた。その結果ョ関根を形成するものを関根萄， M と[ノ P 治~!lミや校，材などを分解するものを尚生的，

S として表示した。主に F 庖に筒糸j国があって2 菌根安形成する府!!二的性質ーをもっ[生J 1'史的を SM として

表示したの

なお，高等間類の発生位i慌の確認は 20X 20m のコードラート内の斜柄下方の部分 168m2 内で行っ

た。結合:は 1973 年に実施し，その後 1975 jいまで 3 かーイ ['.1墨煩採集を行い，との林分の種組成Jと年による

大きな変化がないととを確認した。

4) 土壌微生物相

土壌微生物の水平分布についてはコードラート内の小区間の中心点から 2m 間阪で Al 溜の土壌を 10

点採取し9 分離用試料とした。分離取表方法は前線15) に同じである。

土壌微生物の主l在分布 lごついてはコードラートピ隣接する地点に設けた土壊断面から試料を採取、した。

分離培養方法は前報15) \，と日りである。

判!応?立や閥横の混入が多い HA ，~と府槌 lととむ A1 隔において働きの異なる微生物併の分布状態を見

るために名軽の培地を用いた分舵培設を試みた。その方法および試料採取方法は前字社15) に同じである。

5) ブナの根圏微生物相

試料採1[í1.，処理，分離培養法など'Æ験方法は前殺15) と|司じである。

調査結果

1) 堆積腐植 CAo 層〉と根および菌根の豪と分布

Ao 腐の 6 月 ω分布状態そ Fig. 1 Iζ示す。 5 月には前年の結集の分解が始まっており ， i¥o l~通は比絞的

安定した状態にある。落葉の急激な分解は通常 7， 8 月 iこ進行する。

A。閣のj豆さはミヤコザガやヒ刀ゲスゲなどの林床i出物の分布i状態によって変枯し， 植物の多いところ

ではうすくなった。 もっともうすい所で lcm，いところでは 8cm であった。また微地形によっても

かわりやすく， HA 屈が露出する場所もあった。

50 X 50cm の方)r;f~で採取したJit積関械と細根の量を Table 1 に jJ'\す。ブナの枯伎は不均一に分布し

ていたので，測定から除外した。

新鮮落葉のi設は A。思のJ雫さがちがってもほとんどかわらずョ 140 gj2 , 500 cm2 前後と均…に分布して

いた。 .方， F J醤の組腐械の量と HA 層に合まれる粗腐植のEまは Ao 震の j守さに比七iU した。 堆積J朗立会



一 74 ー 林業試験場研究報告第 314 号

@訟: more than 5 cm in thickness 
〈コ: 3........5 cm in thickness 
~ : 1~3 cm in thickness 

Fig. 1 Distribution of litter in Fagus cre向。ta-Fagus jaβonica 

for巴st. June, 1973. 
The thickness of Ao layer was measured every 1 m point. 
Numbers in th邑五gure indicate the thickness of litter , cm. 

Tab!e 1. Th巴 amounts of litter and roots in Fagus crenataー

Fagus japonica stand 

Thickness of Ao layer 
Litter and roots 

3~4 cm 4~5cm Average 

Fresh fallen leaves in L layer 

Raw humus in F layer 
Organic matter in HA horizon 
(d邑pth 0~5cm) 

130.6 

139.2g 

158.7 

138.6g 146.1 g 

Total amount of 1itt巴f

Roots in Ao layer 

Roots in HA horizon 

1.2 

41.6 

6.3 
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Mycorrhizae in surfac巴 soîl 8.6 9.2 
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Litter was col!ected from every I呂yers by 50 X 50 cm square fr思me before Iitter faIl in October, 1973. The 
roots were extrac冾d from the samp]e of Iitter. The amounts of litter and roots, dry weight, gf2.500 cm' , 
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体の重量は Ao .Ji起のばさに比例し， 350. 5g/2 ， ;5∞ cm2 とな戸、 fニ。

Ao J話 lと含まれる社えの主誌は Ao J麗の!亨さに応じて鋭化し， とくに F 周の!手さに:比例した。 F f損の rþ のブ

ナやイヌブナの前1[恨の大部分は菌 H1であったo HA 隠の l 十l の収量は Ao J習のj手さに反比例し A。屑がう

すいほどふえる傾 IÎJjが見られた。 Ao J尚と HA 悦とに合まれる似の量は Aû 胞の j豆さに関係なく 3 ほぼ一

定となり ， SfJl:1他は 51. 9 gj2 , 500 cm2 であ勺 fこ。 との Lí1 iこは i白保 0.5cm 以上の太い根はほとんどなか

っ fこ。

Ao J醤と HA 層 lとあるフナとイヌフナの制MN.の先はほとんど薗似{じしており， 歯科j におおわれていた。

ただし，恨の全量からみると，雨恨の本はが~ 2076 と低かった。

2) 堆穣腐植の分解型

読売-J草分解過程の質的な鋭化を Plate A から FIと子j、す。 との~J\*Hま落葉 IjÍ] O) 10 mζJ:.R.mえしたものであ

る。 したがって， Plate A と BIζぷす新鮮総集は百1J5.干泌たした分jfJff'途仁のものである。この中には小枝

や球呆も数多く含まれていた。プナのノJ\伎にはヤマンパノカミノケの机状l苅糸点や伎のはお桁歯が着ょとし

ていた。 B の断片葉の I[J Iには1fj~変した応朽葉がかなりi1正人していた。これらの必葉はフルイで分闘したj易

ぞ?には 1 1こ含まれる。

C に示したものは断J i{じした分解禁で 11 にキtj~~ し， ここには校や球果の断λ も含まれた。 Diζ示すも

のは F)~の下郊にあって支変ないしはJ決裂しており，恨の断も35かった。 ζ の部分はんに相当したo

EIと乃ミすものはんの断片がさらにノ1\ 己さくなったものでp んに相当した。主勾の ij五分はほとんどなくな

り，分解しにくい葉W~ や校3 樹皮， J主見~，札iなどの HJí}すと動物の裁が:cLであったの F γー /J~すものは肉眼で

はJCの]t;;が判月 1] できないほどに分解された細)'1 で ， HAj己 lζ多心水!jl; してとり出したものである。 ζ の

国分は i見褐色で，量は少なく ， 14 Iこ相当した。

Fig. 2 tこは Ao)醤の厚さ日1] に測込ごした務;案分解型の 5 月とl1J]の ;;1]をぷす。 6 J] の新鮮務長の nこは

褐色の~や黄変楽が多く，全体の 60おそ占めていた。 F 応トi\iíでの分]0/(が盛んになる)Ìíjであるために 11

t 

~ fl 
"" 5 > >10 
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-o f, 
ω10> >20 
C 
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ﾋ f3 
江 2 0> >32 

。
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。 2 臼
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ﾄo thickness 
。一一一喝 1-2cm

0--ー唱 3-4cm

持一一一叩... 4-5c m 

Fig. 2 Decomposition of litter in Fagus crenata--F'agus JaJうonica for巴st.

Sampling : Novemb巴r ， 1974 and Jun巴， 1974. 
Litters on the forest floor were collected by 50 x 50 crn square 
frame. Decomposing le呂ves 乱nd others were divided int口 four

fr乱ctions by si巴ving. The litters in HA 乱ncl A1 horizons was 
extr旦cted on the sieγes by washing. 1'h巴 litter decomposition 
patterns were shown by the percentages of each fraction per 
total weight. 
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Table 2. Ecological characters of higher fungi. Fruit bodies were 

from Jun巴 through Novernber in 1973 

二「一一一一二二 l町五函r 函子 1 一一|
Species nam巴 IF凶ction I Substrate or host of fruit I weight I Habitat I 

body I (g) 
1 …寸 一一一←ー「 寸十!

Myce向。 luteopallens S fruit of Fagus 335 O. 95 Ao 

Mycena pura S leaves 8 O. 20 F 

Mycena haematolうus

Mycena sp 

Mycena sp. 

Mycena sp. 

Hygroρhorus leucoPhaeus 

Collybia sp. 

Collybia sp. 

Oudemansiella radicala 

Clitocybe infundibulifo打開!S

Clitocybe fragra招S

Lyolうhyllum sp. 

Rhodojうhyllus sp. 

Agaricus sp. 

Hyd抑制m repandum var. album 

Coγilus 官官γsicoloγ

Poly台。γell，叫s sp. 

Leoti品 lubγica

Leotia sp. 

Peziz，αh思'dia

Discomycetes 

Lycoþerdo抗野悦:matt捌

Laccaria laccata 

Eま祝ssul，品 E蜘etica

Russ叫1α densifolia

R祖ssula cヲ且抗oxantha

Russula 馬.p.

L品ctaγi叫s chγysorγheus 

A悦α札iita þanthe:γina 

A間anita 世eγ拍α

Cortinarius collinitus 
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Tota! species number : 44. Saprophyte, S : 23 species. Mycorrhizal fungi with saprophytic activity, SM 
number of fruit bodies : 625 , Tota! weight of fruit bodies : 33.06g. Survey area : 168m'. 
Habitat : soil horizons. colony: there was no formation of thick mycelial layer. mat: mycelial layer was 
strand : it has no deve!oped inner strnctures. rhizoid: root Iike structure connecting with the base of fruit 
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collected in Fagus ﾍorest 

Mycelial structure in 
soil or su bst工ate
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: 7 species. Mycorrhizal fungi , M: 14 species. Total 

thick and the mycelium occupied a certain area. mycelial 
body. rhizomorph: it has the developed inner structure. 
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が多く，祝日J\ 化した[問分3 んからんはI'lf\

次減少していた。

落ミ足立後の 11 月にも新鮮総;菜が約 60%

を占めていたが，その内浴は 6 月のものと

異なり，落葉直後の褐色葉であった。 11

月の 11 は 6)] の J の分解が;生んだもので

あり 6 月の 11 にくらべてその占める羽j

公はほとんどかわらなかった。 ん以下の

割分についても 6 J] とほぼ同L:;割合となっ

fこ c

YiliW潟村{の分jW~'Iをみると，分仰はj駅前

lと逆行[ノており A。闘の序さや季節によ

っても分解型がほとんどかわらないことが

わかる。

3) 高等菌類柑

168m2 の羽交区域内 lこ発生した高等薗

却は Table 2 の通りであった。 1973 年度

のみの測定結果であるが， 1::1重数は 44 .f.lf>.

うち子のう菌類が 4 極， jg子菌鎖が 40 種

であったのこの:111子商担のほとんどがマツ

タケ日に属していたが，種数の多いのはs

11!fyce抗a， Collybia , Russ担la ， Coγtinarius， 

lnocyb唱などの!誌であった。子のう菌類lと

は小型の子実体;を形成するものが多く，採

集もすしもしくは採集しなかったものがあ

る。

子災体本数が多かったのはブナの実から

予[; ~'i与するウスキブナノミタケ (Mycena

luteo戸allens) で， 335*に注した。次いで

落葉を!な色)/)4'朽するカヤタケ (Clitocybe

infundibuliforrnis) , 木材腐朽請のカワラ

タケ (Corilus versicolor) ， および店主桁材に

rJJ るホコリタケ (Lycoperdon gemrnaturn) 

が多かった。菌根的の中ごはキツネタケ

(Laccaria laccata) ， ドクベニタケ (Russula

emetica) , ムラサキプウセンタケモドキ

(Cortinarius salor) が多かった。
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子実体の重量でみると， カヤタケ， カワラタケ， ドクベニタケ， シロタ 7 ゴテングタケ (A捌anita

verna)，ムラサキフウセンタケモドキなどが多かった。

ζ の株分の高等菌類相 I~'ま手実体の木数と重量;および菌糸層の占有する広さなどからみて，落葉分解菌は

Mycena 属とカヤタケ，蘭j長雨はドグベニタケなどの Russula 属とムラサキブウセンタケモドキなどの

Corti叩rius 属によって代表された。したがって， ζの株分の高等菌類相は ， Mycena , Clitocybe, Russula , 

Cortinarius 型といえる。

44 稜のうち腐~j二菌は 23 砲9 菌根菌は 21 栓となり， その比率はほぼ 1 : 1 であった。腐生菌のうち落

葉分解蔚が 13 程， 木材腐朽菌が 5 種多 その他ブナの;定やおよ質土腐の rjlの有機物を分解するものが 5 種あ

った。菌根閣のうちでも A。屈に生息し，腐生的な能力をもっと忠われるものが 7 種あり，鉱質土層lζ生

息して外生繭恨を形成するものが 14 種であった。ただし， 1:即cybe 属については土壌中の生態がト分確

認できなかった。

菌糸が主として広がる生息位置についてみると，材を分解するカワラタケや枝に着生する子のう菌，実

につくウスキブナ/ミタケなどはもちろん Ao 層に生息する。 しかし， 木材腐朽菌の中でも;壊れた材や

校，根株などを分解する，ツエタケ (Oude持zansiella radicata) やホコリタケは鉱質土!援に生息した。務

葉分解菌については新鮮落葉を分解する JìlIycena などは L]習に生息しp カヤタケや Collybia などのよ

うに F 層にシロを形成して落葉与を白色腐朽するものは F 層lζ，子のう菌類は各の生活型化応じて， L 層

や HA 層 lこ生息した。

商根菌のうちで 6 極あった Cortina抑制属の菌はいずれも F 層から HA 居の表踏にシロを形成し，発

ι 

• Mycena luteopallens 
OCGげtmarzus sp. ( Acer sp 
ムその他の菌 x Russula spp 

Fig. 3 Fruit body occurring positions 
旦nd coloni巴s of higher fungi. Fruit 
bodies of higher fungi w巴re colｭ
l巴cted and recorded in 1973. Dotted 
lin邑s show th巴 colonies of major 
species. The fungal speciεS 昌nd

their ecological charact巴rs arε 

shown in Tablε2. 

6 速の悪い菌糸束をつくり，樹波状の菌根集団を作

った。 A附anita 腐は A 層から B)醤にかけて細

い松状菌糸束をつくって広がり，樹校状の小さな

菌根をまばらに形成した。 Russula や Lactarius

属は菌糸束や恨状菌糸来を形成し，樹伎状の菌根

をつくって HA 閣から A1 属 lζ 広がったO

Laccaria 属， lnocybe 隠はやú;}lj しにくい菌糸層を

HA]脅から A1 属 lζっくり，菌革*の発達しない棒

状の菌根ぞまばらに形成した。

目指糸層や繭糸井〈の形態についてみると，菌糸の

みからなる大型のシロをつくる認は Clitocybe 属

と Cョ Ilybia 属以外にはなかった。ほとんどの種

が菌糸来や松状菌糸束を形成しており，菌f.民言誌に

は板状菌糸東を形成するものが多かった。

このi因究区域外で採集された主な高等菌類はタ

マチョレイタケ (Polyporus tuberaster)，ヒメベ

ニテングタウ (Amanita r目brovol官。ta) ， クチベ

ユタケ (Calostoma ツキヨタケ

(Lampteromyces jaρonicus) ， キイロスッポンタ
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ケ (Phallus costatus) ， ナラタケ (Armillariellα 削ellea) などであった。

1973 年から 1975 +t二にかけて侮溺率と秋に何年数度調設をくりかえしたが， 1973 年の発生がもコとも良

く， {也の年lこも種組成の大きな変イじは見られなかった。

Fig. 3 (ζ 寸実体発，'1. I立 íI'i 1習の ~n15を示す。 J実体 ttt本w植物の少ない所に多く発生する傾向があった。

代表的な!菊についてみると， I叶 lごブょアリーリングをfliI く，カヤタケが1に íiJC'-のシロを 3 {l1;]形成し，小j巴

のシ口をつくる Cortinarius I誌のお〔程がそれぞれ了尖体を野生させていた。カヤタウよ Cortinarius 属と

はシロがし吋ごれも F 隔に形成されるために競合していた。ブナ ω:五につくウスキプナノミタケは実lと村

史的に発生するためにほとんどランダムに分布していたが3 カヤタケのシロの!いでは少なかった。 f担ocybe

l需とキツネタケも子災体がlif!l したが， 1児 l僚なシロ形成は認められなか〉た。制交区域キ:体の閣の発生は

まばらであった。

4) 土壌微生物相

(1)水\子分布

Fig.4 {こコードラー卜 I)~ の土壌微生物の水平分ィ'IJ 状態を示す。 2miドlJiW~O入札で採l以した Al 凶の土壌

には見かけ上の変化はなく， ~11<率や pH tども採取地点lζ J. る;をはほとんどなかった。

糸状(請の l忠数は 10 点の mJで捌きが大きし多い場合は少ないl易合の約 10 佑 lご述した。糸状的の分布は

不均一ムになっているといえる。一万F 和11蛮と放主主閣の菌数は和1\闘が 2 地点で多いのをのぞくと，各点でほ

ぼ同数となった。細菌数がどの地点でも多く，放線菌数と逆転する現象は見られなかった。微生物の ì1tJ1現

傾向は各点で同じであった。

(2) 垂直分布

土壌断161 における土主主微生物のÆI百分布状態を Fig. 5 tじJ\-9o A。屈についてみると， 細菌数は落葉

後ほぼ 1 年 7こった褐色lt~の 1 で多く，分解が進んだ断h.能の 2 からWI) 'I 化した禁の 3 と分解が進むにつれ

て減少した。逆lζ 糸;[)，菌数は 11こ少なく 2 ， 3 となるにつれて多くなった。 これらにくらべて，放線菌

数の変化はほとんどなかった。新鮮落葉では細菌が多心分仰を進める糸状菌が腐朽]廷で増加した。

Ao 層にくらべて HA 躍では糸状菌数が 2 iむきがり p 細菌数と放線菌数はともに 1 桁減少した。細菌は

印一
一
。ωh
L
唱

h
E
0
3
0
 2 3 4 5 6 7 

Sampling points 
8 9 10 

F�. 4 Horihontal distribut�n ()f soil microorganisms in A1 horizon of 

Fαgus crenata--Fag討s japonira forest. Oct. 1, 1973. 
Soil samples were collected from 10 points with 2 m interval. So匀 
mlcroorg呂nlsms w巴re isolated by dilution plate method on the m巴dia;

Glucose peptone plus rose b巴ngal CGPA) and soil 巴xtract media. 

F : Fungi , X 103, B : Bacteria, X 105, A : Actinomycetes, X 105• 
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Colony number /1 g dry matter 

Ao 剖 f\\/-J
3f.i ，，rー

一一一也acteria X 106 

一一一 -FungiX 105 

一一一'ActinomycetesX 106 

60 40 

一一一 BacteriaX 105 

一一一 FungiX 103 

目白山崎四日 ActinomycetesX 105 
40 

depth I 
cm 司

Fig. 5 Vertical distribution of soil 
microorganisms on the soil 
profile in Fagus crenata-Fagus 
Jaρonica forest. Oct 1, 1973や
Soil samples were coll巴ct巴d
from 巴旦ch soil horizon, and 
microorganisms w巴re isolated 
on the same media as descri同

bed in Fig. 4. 

鉱質土濯の中でも根や腐植の多い HA， A1 および A2

層に比較的多く ， B Þ員で急減した o JiX線閣は HA と Al

層に現われ， A2 層以下では分離されなかった。糸状菌

は HA 層から B 層にいたるまでほとんどかわらず現わ

れ，深さ 25cm まで出現した。

(3) 表層土壌に生息する微生物の機能

HA 層と Al 層に生息する徴生物を培地をかえて分離

すると， Fig. 6 fと示すように出現する微生物数が大き

く異なった。細菌の分離用としてよく用いられている土

壊煎汁埼地 (Soil extract) では， HA 属で細菌と放線

闘がほぼ同数出現し， A1 層では細菌数が HAJ麗とほと

んどかわらなかったのにくらべて， )J文線闘が減少した。

-}j， 糸状的分離用のローズベンガノレ加用グJレコース・

ペプトン崎地 (GPA) では糸状陶数が HA 属に多く，

A1J醤で減少した。 他の 8 種の培地で分離した擦の菌数

もこれらの一般的な階地で分献した際の菌数を大きく上

まわることはなかった。

リグニン分解能を持った微生物が分離されるタンニン

西空を含む培地 (Tannic 旦Clのでは HA 屑で糸状菌，

納菌， 放線菌がともに山現したが A1 層では糸状菌，

Penicillium sp. の H重だけとなった。

セルロース (Ceïlulose) を分解する細菌数は HA 層

と A1 腐とでほとんどかわらなかったが3 糸状菌と放線的は減少した。このような動きは今般的な培地で

分離した持の傾向ににていた。

デンプン (Starch) を利用する放線閣は HA 属と A1i習の双方で細菌数よりも多かった。デンプンを

利用する細菌数はセルロースを分解する細薗よりも少なく， HA 属より A1 屑で多かった。デンプンを利

用する糸状蘭は HA 層で多く Al 届で少なかった。

キチン (Chitin) を分解する放線商は HA 層と A1 層でともに多く，糸状菌と細菌は HA 層より Al 居

で多か--， t.こ。糸状菌の遺体，動物の遺骸などのキチンは主として放線閣によって分解されていると思われ

る。

有機態窒素， カゼ、イン加水分解物 (Casein hydrolysate) を利用する細歯数は HA 層と A1 腐でとも

に多く，放線雨数と糸状菌数は少なかった。

アンモニア態室主主 (NH，)そ利用する糸状菌，細自ヨ，放線的はいずれも HA 屈と Al 居でともに少なか

っ fこ。

一方，硝酸態窒系 (NOg) を利用する細菌は HA 屑で多く Aュ居で減少し p 放線西や糸状F誌にも同様

の傾向が見られた。亜l~Jí酸態窒素 (N02) を利用するものは HA 属 lとは見られず， Al 層にのみ品現し

た。
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Fig. 6 30il microorganisms with different charact巴rs in thc 
surface soil. Soil sampks were collected from HA ancl 
A1 horizons of soil profiJ 記 in Oct. 1973. Soil rnicro 
organisms were isol旦ted by clilution plate method on the 
media as following ・ Th巴 basaJ meclium used in th巴 ex目

periment was 10.0 g glucose, 2.0 g NH4N03, 1.0 g KI-hP04, 
0.5 g l\在gS04.7 H20 , 0.5 g Peptone, 0.5 g Y己ast 巳xtract ，

20.0 g agar. Glucosεwas cxchanged with 5.0 g cellulose, 
1.0 g tannic acid , 10.0 g starch or 5.0 g chitin. NH4NOs was 
exch乱nged with (NH4)2S04 , 2.0 g NaN02, 2.0 g NaNOs or 
2.0 g casein hyclrolysat巴s ancl 0.5 g peptone was removecl. 
pH w旦s acljusted b:;ア 1 N HCl or 1 N NaOH solutiol1. 
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A1 層で低下していいずれの物質に対しでも HA 層で活性が高し炭水化物の利用についてみると，

セルロースヲデンプン，糖類などが土壌微生物の主要なた。リグニンを分解する微生物はほとんどなく，

炭素源となっている。

窒素化合物の利用についてみると，糸状菌 l主主として無機態の室*~を利用し，細菌は蛋白質やアミ/酸

A1 層では硝酸化成が盛んなように見類を利用しているように見える。 HA!習で蒙素の無機化がすすみ，

うけられる。

ブナの根閏微生物相5) 

ブナの根圏土壌と根から離れたところにある A1 層土壌から 7 月と 10 月に分離された微生物群を Figo

7!こ示す。微生物数の季節による変化をみると根箇土壌でもん層土壌でも細菌数が 7 月!と多し 10 月の

ほぽ 2~1O倍に達した。 ζ れにくらべて，糸状菌と放縦菌の変化は小さかった。

10 月になグルコース (Glucose) を炭素源とする細薗数は 7 月には A1 層土壌よりも根間土壌に多く，
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ると，的政が減少して逆転した。糸状i草iヤ放線閣には;たきなちがいがなく， f)けとは減少した。

セノレロース (Cellulose) を分解する +111肉数は A1 牌土壌と松悶 i二犠でさほどの〉わらず 7 月に:多く， 10 

月に減少した。糸状菌数は 7 月に板間けおζy く， 10mとは A1 !円 i 壌で明加した。 Ij!z線 l岩 lこは駅員:な

主力きがなかった。

アンモニアli~~;;'主((NH4)2SÜ4) を平11 JilずるおlI Vfì紋は 7 )J には A1 Jrti:[ 壌に多くョ 根回二i必この約 3 {N と

なり，との傾向は 10 乃までつづいた。糸状出数は 7)] には根間仁 l支で与<， 10 月には;議転した。放線i菊

数は 7 月 lとは双方で多く， 10)J 1とも日織の傾向が見られた。

~~1I唆態宗~ (NaNüs) 与を手II}ねする細崎数は 7 )J Iとは恨隠[)'i~1三多く 10 尽には道転した。糸状閣や放

線閣のうどきはわずかであった。

有機怒ささ素，カセイン JJIJJJく分解161 (Case匤 hydroly古atc) を不IIJ !Jする議n芭j，糸状菌，放1忠商数の変化

はほぼアンモニア f忠告三去を利用するものと同じ傾向疫不;した。

一 t壌Ji!UP去llt\ -C分間E されたものの出現傾向はグノレコースや硝酸態主主ぷをベースとしたt在地で分航した場

合ICxIl似していた。叔からの物質の分泌や似の生長lこともなう老版物の生成， /κ分珠j立の変化などによっ

て恨闘の微北物mははげしく変化しているものとιLわれる。

1) 堆積腐描

ブナ・イヌブナ林のJ-tt積腐怖の分布状態はスギやヒノヰ人て朴、の場口、にくらべて，下層在t'[!tが豊富なた

めにー械になりにくい。またヲブナの落葉はグケカンパやコナラなどと呉なりr?;~~ü{J:{交に Ao I謡から乞

昇しでくる菌糸工Ii lごとらえられる 8) ことが少なし乾燥すると冶く性質がある。とのために族五~が移動し

やすく， 微地形や林JÀd住じの状怒によって.ljUA腐i!i1:， A。出のう〉イ1) が不均ーになりがちである。との不均

一な分市の結果，組l根や AoJa とその[i'J: FIこ生息する上i文生物の分布も変化しやすくなる。

i佐積府柏を椛Ij見する浜葉などの有機物を校援によってふるいわけしてみると，この林分の分角fr-~~はダケ

カンパキト8)などp 落焚広葉樹林11) Iこ共通するパターンを示した。 新鮮務立どと分wr柴が多く 9 制jlPJ- íじした事11

I高値や!高値の集積が少ないノマターンとなり Iこノキ林の場合15) とまったく呉なる分解~l となった。 季節に

よる Ao I爵の厚さや量の変化は落葉時期がf)(であるためにかなり大きかったが， 上住民凶flii のおu点lと太きな

変化はなかった。季節によって F )i~Jや HA 層が ÎÌうえるという主うな現象はなく F 陪以下での分解速度

は 1 1，1'を通じて安定しているように思われた υ この林分の友!百二七壊では土壌動物の活動も皇室んであり7)，

堆積腐tI創立モダ一方lである。

ブナなどの法薬分解 lこは斎藤13) も指摘しているように切らかな白色|同朽と褐色J:r~'15 とが認められる。こ

の白色潟朽はカヤタケといくつかの Collybia J誌の相関獄によって行われておりう そのいずれもが):.ji~の

IIJ)~のシロないしはコロニ…を形成す :::0 。褐色|長.~;r'j 任する IIJ目的類が認められない ζ とから，褐色腐桁は斎

藤14) のいうように糸状i来!と制限!とによって進むものと忠わfLるわ ヒノキの薬葉分解lとは 1'1色腐朽がまれ

で， qJ~1菌類の充生も少なく，との点でもフナとヒノキの採集分併過程の栴返が明らかである。

2) 菌根

ヒノキやスキ、がその納11'良 l乙蔚を共生させて内Ij二蔚1設を形成しているのと異なり，フナやイヌブナはtrJ.T

菌類とくにきのと郊とよjJ<~として外生商;fRを形成ずる。 ζ の点、でもヒ J tjsイトやスギ林とはまったく異なる商
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実現桐をもっているといえる。

ブナやイヌブナの前H根は Ao 居がj享いと A。層の中に上昇し MEYER6) が報告したようにモダーやモル

刑の堆積腐植では F 層で関根の形成が盛んである。根の全量に対する菌尽率は約 20% と低かったが，若

い細根lと対する i菌根の占める率は MEYER6 ) の測定結果と同様 F 層では 80% 近くになるものと思われ

る。

FJ言で、 l崎根~~が噌JJnするのはこの層に菌糸属を広げて生息し，外生繭根を形成する Cortinarius 属の菌

や F 履から HA 層にかけて菌糸東をつくって広がり，外生繭恨を形成する Russula 属の商が多いためで

ある。乙れに反して歩 Ad霞以下の鉱質二!二層に繭糸届をつくる菌般商がほとんどなく， 繭糸束をつくるも

のも少なくなるので，鉱質二上J露の菌根量が減少する。これはアカ 7 ツ林などの場合9) と大きく異なるとこ

ろである。一般にとの BD 型土壌のように混濁で土壌有機物にとむ土壌では A。居から A1 層にかけて菌

糸束や根状菌糸束をつくって生息する菌根菌が増加い鉱質土層 ~C生息する菌が減少する。根状菌糸束を

つくる蘭恨闘が形成する菌恨はまばらに分布するので，関根の土壌中での分布は一様になりやすい。

3) 高等菌類桔

1973 1;1"のみの調査結果ではあるがョ発生した閣の種数は 44 種とかなり多心 腐生菌と菌根菌の比率が

ほぼ 1 : 1 となった。 このような菌類の山現傾向は広葉樹林の例8) とにており，クロマツ林10) やアカマツ

林9) など針葉樹林の例とは呉なっている。菌根菌の属構成が単純で Cortinarius， Russula, Amanita, 

Lactarius などの属で代表されるのが特徴的である。この特徴は仰の広葉樹林にも共通する 11)。スギp ヒ

ノキ体など内生菌根樹種の森林とは全く異質な薗類相を示す。

高等菌類の発生位置をみると 9 生活型の異なる薗のシロが互いに亙なりあうととなく分布しており 3 一

種のすみわけが認められる。 F 層 l乙生息する落葉分解菌のカヤタケと菌根菌の Corti向arzus との問には

その生活~!が異なっても生息位置のうばい合L、による競争関係が認められる。このような現象は多くの森

林についてすでに認められていることである恥10)。林床における菌のシロまたは菌糸束はたえず移動して

おり，おそらく，時間とともに優rわする菌の種類や量，ひいては種組成も変化する ζ とと忠われる。

4) 土嬢微生物

土壌微生物の水平分布についてみると A1 層の土壌では高等菌類のシロがないために， 分布がほぼ均

ーとなる。糸状蘭の場合fi細菌や放線1主i と異なり多不均一に分布する傾向があった。全般にヒノキ林にく

らべて納闘の比率が高い傾向が見られた。

垂直分布をみると， 糸状繭， ff，mrc雨，放線菌がそれぞれ間有の分布ノぞターンを示している。 A。層では糸

状菌が落葉分解の進行につれてふえ，組閣は逆に減少し，放線[詣は…定の傾向を示さなかった。この ζ と

は F 震でta子菌がふえることとあわせて， 実(分解物が主として菌によって分解されること， 細菌は易分

解性のものを利用しやすいととを示している。また，斎藤41)がいうように落葉分解 lとともなって分解微生

物群が交替するととも切らかである。

細菌は Ao 層から刻、質土居へかけて有機物の浸透や根の呈などに応じて連続的に分布するが，糸状菌は

Ao 層に多く， 鉱質土閣で急減する不連続な分布を示す。 乙の ζ とは通常の)j法で分離される糸状菌の多

くが Ao 層で有機物の分解に関与しているものであることをうかがわせる。ーブj， 1波線閣の分布は変化 iと

之しし 1企業分解にもほとんど無関係のように忠われる。水平，垂直分布はともにヒノキ林のものより変

化が大きく羽われている。
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表!語ヒ壌に生息する微生物の機能についてみると?ヒノヰ休では lJ グニン分jfrt;~生物が少なかったのに

くらべて1へここでは和l荷や放税関の lいにもわずかにこの指ブJを侍ったものが出却したのブサの総集がき

のこ類によって分解されると)]){，リグニンが進み， セノレロースや粕籾が増1JWずることが知られてい J318〉 0

HA 間でセノレロ F ス?デンプン，粕などを利市ずる微生物が増加しており， F 同でのリグニン分WI'がよく

進/ν‘でいる ζ とをうかがわせる。

主主主化介:均の分解平IJJ'iJ についても細菌による有階諮窒京の分解が践んで Ao I肖から HA)巨jにかけてア

ンモニア化成が進んでいると )JJわれる。 HA)凶から A1 周 lとか[サて í!1~機態宅ぷを示11) 日ずるものが明白11 し，

A1 出で rJli (~l 聞を窓 7誌を手11刀]ずるものが多くなるととから， HA 居と A1 J国で硝|喰 (r， J[，(;作 FIJ が進んでいるよ

うに出われる。?刺殺諮宝ょを利用するものはヒノキ林にくらべて少なく 15) i~i限イ thX: 0) i;r;)líな勃きを思わ

せる変化もここでは少なかったc

根国土J薬と Al 陪 L壌の微生物群を比較すると，その数は夏と秋で大さく変動した。 [1"でも桜幽七J裂の

徴生物のl!iJj きははげしく， ζ 才Lは恨の生長とJl見詰，悶恨の形成とif'j欠などによるものと思われる。収圏に

おける花々の経素化合物を利用する微生物Ir:fの動きについてはさらに検討する J必要ーがあるが9 ヒノキにく

らべて前肢Jl~宝京を利用する細菌が多いなど2 ブナ lご特'j'i~1刊な現象も認められる。おそらく 9 菌，fl1f'fcî によ

る有機態やアンモニア悠窒素の吸収と代識が根[沼や恨闘で盛んに行われていることともつながりがあると

}J,l ~)れる。

以 1 ，述べたようにブナ・イヌプナi';f:の高等菌類相と微作物中11 は同一八11J点の同二 1:壌に成林しているヒノ

キ人工林のものと全くといえるほとに異なっている。ブナ・イヌブナ林の!日jJ専問頭中[1 は種類も21'点で量も

多く，ヒノキ林と共i置する J誌がない。 ζ れは雨根隔のちがいだけでな\ ，落葉分解!海のちがいにもよって

し、る。

土壌微生物についても HA 層や Ao 腐などの表層についてはヒノキ林とブナ，イヌブナ林の ì~::(立大き

く，微生物村口が全く異なるといえるほどである c t:J!_' , A r, A2' 13 層などの鉱lQ:土層における微生物の

出現のしかたは雨林分で共i罰した特徴告示しており，糸状幽についてみるかぎり，れ組j点 lこも大きな変化

はないように見られた c 微生物の種組!なについての l 宇細な検討を必裂とするが， ヒノト人工体のおよ史上)çlJ

にはまだj五議樹天然林の頃の微生物相が浅存しているように店、われる。

広葉樹天然林の伐採跡地lこ治十ふされた前惚15) のヒノキ人工林の i 壌11:熊系は 45 年のうちに刻、1't十尚の

1::蟻徴生物相を除いてほほ完全に変質し，広葉樹林[内"2'業をフ，")たようにj辺、われる。このような土主主微生

物相などと壌生諮系を構成する要の変質がどのような過程をたどって進行するのか， また，ヒノキ人工

材、の伐採後 iと天然状態にもどりうるか合か，それに要する 1時間と l可俊子段など検l討を'Æl'ずる課題が数多く

あるように思われるのとノキ人工林，T(p院が増加し，その 2 代 11 ， 3 {� 11 林が造成されてゆくにつれて，ヒ

ノキ林土壌が天然状態に [hl復しえない不可j主的な状態に近づいてゆくととが予怨されるの生物相の!;22占な

広葉樹林やアカ 7 ツ十本にかわってtl，物相の lttilhなヒノキやスニドの人 l 林がt仏大している事実はとりもなお

さず， わが凶の大部分を山める森林の先制を JdJヰ技!こ恒;引自に人!可が改変しているととぞ主:味してい

る。月]村~fj立を回 (1'] とする人]"，1';1，の J広大にあたっては長期的な民riUとだった!芯だEヒ態系の変化とその許符

限界に関する配慮が必授になると考えられる。
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Summary 
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Fungal and soil microbial florae and litter decomposition weτe investigated in a natural 

st乱nd of Fagus crenαtαand}勺gus Jαponica forcst in Tochigi PreL The thickness of the Ao 

layer was estimated at points with 2 m intervals in a Cjuadratc settled in the stand. The 

distribution of the Ao layer was not uniform depending on the microtopogr乱phy and the distrﾎｭ

bution of understory vegetation like bamboo shrubs and grasses. Litt巴r 、Nas collected by a 

50 X 50 cm square fram記 according to the thicknes弓 of th巴 Ao lay巴r in th日 quadrate and divided 

in to sever乱1 fractions with sieves of 5, 10, 20 and 32 mesh in June anc1 November. Litter deｭ

composing patt日rns were f�ured by the percεntages of each fraction to the total weight of 

litter. Th担 patt巳rns w巴T巴 the same without distinction of the thickness of the Ao layer and 

seasons. It seems that the decomp口sition of litter in this stand has been progressing normally 

compared with that in the ChamaecYlうaris obtusa stand previously rcportec1 (15). The patterns 

wer巴 common to those of other deciduous leaved trees. 

C 口 ncer孔ing th邑 litter dεcomposing processes, two distinct processes were recogniz巴d : whitc 

rot anc1 brown rot. The white rot process was led by some hymenomycetes like Clitocyhe infundi 

buliformis and Collybia spp園 which formed the larger coloni巴s ， Shiro, frol1l th巴 F layer to the 

L layer. 1日 this stand , white rot are乱s covercd most of th巴 lor巴st floor. On th巴 other hand , 

brown rot which was led by f�amentous fungi ancl bacteria was distributed irregularly. 

Fineτoot8 and mycorrhizac of the Fagus species were col!ected by the 321mεframes used 

for litter according to each soil ho下Îzon and extract巴cl f rom the litter by washing. The c1istriｭ

bution of fine roots and mycorrhizae varied with the thickness of the Ao 1乱yer町 These

amounts increased in the F laycr at the poinls with 21 thick Ao layer. The n,ycorrhizae of 

the Fagus species were distributed mainly from the F to the HA layer b日cause of the abunｭ

dance of the mycorrhizal fungi which inhabited the Ao layer. The amount in mineral soil 

horizons d巴creased.

Higher fungi occurring 匤 the stand werc collected from thε168 m2 quadrate in 1973, and 
thεpositions of occurreηce wer巴 lnaτked. The tot乳1 of species number of higher fungi was 

44 including 23 species of saprophytes anc1 21 species of mycorrhizal fungi. The total num ber 

of fruit-bodies was 625, and the total weight of them 33.06 gバ68 m2. l'vIycena spp. ancl C litocybe 

1日'fu月dibuliformis weYe dominant among liUer c1巴composers ， and Cortinarius spp. and Russula 

spp. amo乱g mycorrhizal fungi. Competition 乱mong the fungal colonies with the same or 

di妊巴ど巴nt life types 、cVas r巴cognized.

Soil microorganisms were isolated by th巴 dilution plate methoc1 on the soil extract and 

glucose pepton with rose b巴ngal media. Horizontal distributions of soil microorganisms except 

for soil fungi were comparatively uniform in the A1 horizon. In the Ao layer, bacteria which 
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was dom�ant in the fresh 1εaves d巴creased in th巴 decomposed leaves in wh�h the fungal 

populat�n became higher. It was certain that there was th邑 alternation of decomposers 

according to the progress of litter decomposition. In mineral soil horizons, bacteria 乱立d

actinomycetes were distributed continuous]y from the Ao layer to the mineral soil dep叩ding

on the depth of the so�l. Howev巴r the distribution of soil fungi was not continuous, aﾌld th日

fungal populat�n decreased abruptly in m�eral soil horizons. 

The functions of soil microorganisms inhabiting th巴 HA 乱nd A1 horizons were inv己stigated

by the dilution plate method on the media with differ官It carbon and nitrogen sources as the 

substrates. Som己 lignin decomposers wer巴 isolated in both horizons, and th己 number was 

higher than that in the C. obtusa st旦nd. Lignin decomposition in the Fagus stand had proｭ

gressed more rapidly than that � C. obtusa stand du巴 to the high activity of soil microorga白

nisms and some high紅白ngì. Microorganisms which utiliz巴 cellulose ， starch and glucos日

increased in the HA horizon because of the 旦ctive lignin d巴composition in the Ao layer. Soil 

bacteria which utilize organic nitrogen compound increased in th巴 HA horizon, and nitrate 
utilizing bacteria in the Al horizon. It se巴ms from these results that the ammonif�ation proｭ

gresses in the Ao and HA horizons and nitri五cation in the HA and A1 horizons. The number 

of microorganisms utilizing inorganic nitrogen compounds was less than that in the C. obtusa 

stand. Th巴 microbial number of rhizosphere of Fagus 品nd mineral soil varied seasonally. 

丘spedally ， the bacterial number in rhizosphere increased in summer. 

The fungal and soil microbial ﾍlorae in the Fagus forest were completely diHerent from 

those in the C. abtusa stand which was established in the same are旦 under similar climatic 

and soil conditions. The C. abtusa stand which was plant邑d after the cutting of the deciduous 

broad leaved forest has lost the microbial f巴atures of th巴 previous deciduous for巴st. It seems 

that such changes of microbial ﾍlorae are so great and irreversible that it may not recover to 

the original stat日 artificially.



ブナ・イヌフずナ天然悼の日J/:1 日長呪と 1..壌微tl 物相] (小 )11 ・ 111:ま・石康) -Plate 

A : Fallcn lcavcs of F，τgus in Oct口1x:r
B : Fragmented brown 1巴avcs i口 F laycr. 
C : Fragmεnts of clecompos己d 1巴a、 es in F layer. 
o : Organic matt巴rs in HA horizon including the fragmer抗日 of root , b旦rk

and woocl. 

E , F : Organic matters in I-IA horizon , mixin只 with minera 1 soil. 
G : P瀏us crenata--Fagus japonica forest , most of iorωt Jloor wむr巴 covered

by bamboo shrubs ancl w巴eds

H : Soil pro品 le in f稟us forest 




